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境浄水場から 送水さ れる河川維持水の減少を補う ために、 仙川リ メ イ ク で挙げ

ている水源の候補に加えて新たな水源の候補（ ⑥、 ⑦） と と も に、 それぞれの課

題を整理し て、 その導入の可能性を下表にまと めまし た。

表中④～⑥については、 導入の可能性が極めて低いと 判断し まし た。 残る①～

③及び⑦についても 、 安定的な水量の確保、 水質の維持、 工事の困難さ と いう 課

題があり 、 現時点ではいずれも 実現には難し いも のと なっ ています。

こ のため、 将来的な境浄水場から の河川維持水の水量があきら かになっ た段階

で、 それぞれの導入の可能性について改めて検討を行います。

河川維持水の候補1
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河川維持水の減少に対応する方策の1つと し て、 限ら れた水量を有効利用する

循環利用の可能性について検討し まし た。

水を循環さ せる区間は整備済み区間と し 、 今ある水辺環境の維持を確保するも

のです。 循環利用について下流部の未整備区間に水が流れるほどの水量が確保で

きない場合と し て検討し まし た。 下図はその模式図です。

なお、 河川維持水は希釈さ れるこ と を想定し ていますが、 生物の生息のために

は殺菌や施設などの設置は望まし く ないため、 水質の低下が懸念さ れます。

河川維持水の循環利用の検討2
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平成30（ 2018） 年に行っ た生物調査を元に、 水辺の環境と 出現する生物の関係

について、 その概況を区間別にまと めまし た。

日当たり や護岸の形状などにより 、 生物の出現状況は大きく 異なっ ていまし た。

生物調査結果
（ 水辺環境と生物の概況）3

仙川の水辺環境と 生物の概況（ 桜一の橋～桜堤公園）
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仙川の水辺環境と 生物の概況（ 桜堤公園～美園橋）

仙川の水辺環境と 生物の概況（ 美園橋～未整備エリ ア）
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庁内検討委員会の構成

本冊子「 仙川水辺環境整備基本計画（ 仙川リ メ イ ク ）の評価と 今後の方向性につ

いて」 は、 下表の委員で構成する庁内検討委員会の検討結果を元にまと めたも の

です。

庁内検討委員会について4

仙川水辺環境整備基本計画（ 仙川リ メ イ ク ） 庁内検討委員会　 委員

環境部 環境部長（ 委員長）

環境部参事（ 副委員長）

防災安全部 防災課長

都市整備部 まちづく り 推進課長

住宅対策課長

道路課長

環境部 環境政策課長

下水道課長

緑のまち推進課長






